








































































則改正が平成 31 年 4 月に施行されたことに伴って今年度新規開設された教職課程の科目で、秋学期に












































































































2020 年 10 月 2 日。この時点では通常授業（対面授業）が行われていた。

















 学校授業における ICTの利用は急速に進んでいる。全国の小中学校で児童生徒が 1人 1 台のパソコ
ンなどの ICT（情報通信技術）端末を使って学ぶ環境を整える「GIGAスクール構想」は前倒しされ、
2020 年度中に配備されることになった。高校生への 1人 1台端末配備は国の「GIGAスクール構想」の
対象から外れているが、佐賀県・愛知県・岐阜県など多くの県が主に県立高校で 1人 1台体制の整備を











秋学期の演習科目の場合、第 7回から第 9回授業（11 月）までは対面での模擬授業が当初の予定通
り実施できた。しかし、11 月 27 日に「新型コロナウイルス感染症に対する東海学園大学の活動指針」
にもとづく学内警戒レベルがレベル 2からレベル 3に変更され、対面授業からオンライン授業に切り替
わることになった。
そこで、第 10 回授業（12 月）では、前半 6人の授業の振り返りをオンラインで語ってもらったほか、
相互評価課題（オンライン課題）の結果の開示と共有を行って、授業理解を深めた。相互評価課題は「A：
授業構成」（導入・展開・まとめ）、「B：教授スキル」（提示、指示、説明、発問、応答への対応）、「C：
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